



















































PDCA サ イ ク ル と は、「Plan-Do-Check-Action」
の循環関係で成り立つ。このシステムは、まず最初
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17） 佐々木、前掲論文（2013年）、379 ～ 381頁。
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波 国語辞典 [第七版 新版]』、岩波書店、2011
年[第一版第一刷 1963年]、76頁）。
29） ここで、「手法選定」という言葉は、概念の混
乱を避けるための便宜として用いており、「構
想」を構成する一要素である「方法選択」とほ
ぼ同義だが、「構想」よりも「計画」のほうに
若干の洗練度を増したイメージを持たせた。な
お、“手法”とは、“物事のやり方”のことであり、
“技法”と言い換えられ、“特に、芸術作品など
をつくるうえでの表現方法”を指す（松村明監
修・小学館『大辞泉』編集部編『大辞泉【第二
版】上巻』[あ～す]、小学館、2012年[第一版
1995年]、1748頁）。また、“選定”とは、“多く
の中から目的・条件などに合うものを選び定め
ること”である（松村監修、前掲辞典[下巻]、
2083頁）。
30） 小学館、前掲辞典[第二巻]、575頁。なお、「情
況」と「状況」とは同義であるが、「状況」と
いう表記が日常的に多用されることに鑑みて、
ここでは「情況」という表記を選択した。
31） 小学館、前掲辞典[第三巻]、320頁。また、「評
価」が、“品物の値段をきめること”および“そ
の価格”を意味することもある（同上）。
32） 竹林・吉川・小川編、前掲辞典、77頁。動詞
“appreciate”には、他にも“鑑賞する，おもし
ろく味わう”や “〈物事を〉（的確に）認識する；
〈事の重大さなどを〉察知する”および “〈人の
好意などを〉ありがたく思う，感謝する”など
の意味がある（同上）。
33） 英単語の違いに注目すれば、“estimate”は“価
値·数量などを個人的判断で見積もる”もので
あり、“熟慮した結果である場合も思いつき程
度の場合も含まれる”のに対して、“evaluate”
は“物や人の価値を評価する”が、“金銭上の評
価には用いられない”ものである（同上、610頁）。
“一般的な意味での評価にも用いる”英単語た
る“appraise”は“特に金銭上の価値を専門的な
立場から評価することを表わす”（同上）。
34） “メタ”の原語は“meta”であり、“間に”や“変
化して”や“後退して”などの意のギリシャ語か
ら発しており、“他の語の上に付いて複合語を
作り、超越した、高次の、の意を表す”もので、
“メタ言語”や“メタメッセージ”といった用い
られ方をする（松村監修、前掲辞典[下巻]、
3573頁）。なお、メタ評価では、評価結果はも
ちろん、そもそもの評価内容や評価方法、さら
には評価主体も「評価対象」である。
35） 筆者は、“戦略”と“戦術”とを明確に区別して
おり、前者が大目的を達成することを基準にし
て選択される手段であるとみなしているのに対
して、後者が個別状況に応じて柔軟に選択され
る諸々の手段であるとみなしている（佐々木・
前掲論文[2015年]、150 ～ 152頁）。
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